
２０２４年５月２６日 主日礼拝       ＜聖餐式＞ 
  

司  会  ①大枝兄   ②高山兄   ③中村昭兄（加藤姉） 

祈  祷  

奏  楽                                    
                                     

賛  美        聖歌４１４番「みたまのいえるごとくせよ」 
    （権勢によらず）（み手の中で） 
 

３つの愛・３６５日信仰宣言 

 

   聖  書               ①②  ルカによる福音書１５章１～７節 (P１１５) 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           ③    使徒行伝２章３７～４２節 (P１８３) 

 

音  楽         バルナバ会（V） 
    
   メッセージ ①②                                         「一人を大切にされる神様」  久保田豊副牧師 

                                                                                                                                                                                                                                              ③    「み言葉に聴き従う奇跡」    大川従道牧師 
   

賛  美       「神の国と神の義をまず求めなさい」  献金 

頌  栄       「天にも地にも主は満ちている」   アーメン 

                                                                       祝   祷                                                                         

 
 

【大和ニュース】    

☆先週は初代教会の誕生日でした。教会にはあふれるほどの人々が集まり、牧師の 

説教、相互の交わり、聖餐式、祈ることに熱心でした。（使徒２の４１～４７） 

＊本日「臨時総会」。上田カルバリーチャペルの土地購入について。(総会直後、役員会) 

・ アブラハム会は３階ロビー。青年会･学生会･ヤンチャ集合！！プレミアムクワイア楽しい 

練習！（泉１３:００）。第４礼拝は、舩山伝道師。「人間が人間らしくあるために」 

 

・ 今週の祈祷会は「聖霊大学」。説教は小山英児先生。水曜夜と木曜朝。 

・ 土曜日の奉仕はルンルン！お花。会堂掃除（１２：００）、ｶﾙﾊﾞﾘｰ聖歌隊練習（１３:３０）。 

・ ５月３０日から９月６日まで、麻布台ヒルズギャラリーで、カルダー展あり（チラシ参照のこと）。 

* ６月２日(日)から１３：１５発大和駅行きの車が出ます。ｺｰﾋｰｺｰﾅｰをご利用ください。 

* 主日礼拝人数 ①８４人(２１１) ②２０２人(１５９) ③２６３人(２０９) ➃１７人＝１１４５人 

       定例祈祷会 水曜５６人(１３１) 木曜１２５人(７８)＝３９０人 ※( )内は YouTubeのライブ人数 

「
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石の枕  

 

ＪＴＪ宣教神学校の元学長、日本を代表するベテラン巡回伝道者、岸義紘先生が、 
新約聖書の「ヘブル人への手紙」の注解書を完成された。岸先生は、私大川の
高３からの親友、信友、戦友である。６４年間の交わり。心からの賛辞を贈りたい。
同書は５０５頁もの大作であり、過去の学者が語れなかった重要発言もあり、 
大変貴重な本である。Ｐ．Ｔ．Ｌ ! ! 
さて、この本の「はじめに」の文章が面白い。一部紹介する。 
今、ぼくは岡山県備前市伊部の実家にいる。巡回伝道の旅の途中である。 

ここに泊まるのは半世紀ぶりのことだ。母も、祖母も、姉も、すでにみな天に召された。 
二階の一室がぼくの部屋だった。その同じ部屋に泊まっている。 
この部屋で、ぼくの伝道者人生は出発した。１６歳の夏、数学、理科につまず

いて高校を１学期で退学した絶望状況のぼくに、神様の驚くばかりの恵みが迫り
来たのであった。神様に愛されている！感動と歓喜と、ただ涙、涙の一週間を、 
この部屋で、ひとり過ごしたのだった。 
今、ぼくは８２歳、あのときから６７年、主のため、教会のため、ただ一筋に献身

の道を走り抜いて来た。奇蹟と不思議の伝道者人生であった。地上における 
伝道者人生が、あと何年許されているかはわからない。 

もし召されたら、ぼくの葬儀は神学校の教室で、司式は重田学長に、説教者は 
大川牧師に、弔辞は姫井牧師と金山会長に、そして祝祷は中野先生にお願い
したい。今から楽しみな旅立ち、ぜいたくな葬儀ではないか。もったいない限り。 
突如として訪れるであろうその日まで、今一度、この部屋で、聖霊によって新し

くして頂き、初めの愛と献身の熱情に満たされて、主と諸教会に仕えて行きたい。 
―― 備前焼の町、伊部の実家にて、岸義紘 ―― 

  
岸先生の若い時代は、あだ名は「バンビ」。今は「晩美」。若い時の数々のマイナ

スは、大きなプラスになり、主に整えられて、一流のエバンジェリストになり、サクソフ
ォンと共に、世界中を廻り、主に用いられている。 
 本人は私に葬式を押しつけたが、どちらが先かは、主のみ知りたもう。私が先の
場合は、彼に説教をお願いしておこう。私は、彼に負けずに全力で走りぬくつもり
である。（ヘブル１２の１〜１７）＊ともかく、祈りをもって支えて下さい。 
 

 

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：ヨハネ１０章～１２章 Bコース：歴代志上１７章～歴代志下６章 


